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新春研修会・賀詞交歓会
　平成27年1月13日(火)、お茶の水ホテルジュラクにて、新春研修会及び賀詞交歓会を開催しまし
た。新春研修会は、元プロ野球選手の高橋慶彦氏をお迎えして、「出会いの人生」をテーマに講演とトー
クショーの二部構成でした。研修会終了後は、石川雅己千代田区長、大野実東京都社会保険労務士会
会長、行政関係者をはじめ多数のご来賓をお招きして賀詞交歓会を開催しました。

　高橋慶彦氏は1974年に広島東洋カープに入団、
1970年代後半から1980年代の赤ヘル黄金時代に
１番打者として活躍し、３度の盗塁王を獲得、
1979年には33試合連続安打の日本記録を樹立し
ました。その後、ロッテ、阪神へ移籍し、1992年
に現役を引退されました。
　現在は、株式会社ウエルズホーム広報部長とし
て野球教室を運営し、またTV・映画出演、執筆
など幅広く活躍されています。
　浜田省吾さんの曲が流れる中、高橋氏の登場で
す。高橋氏の選手時代の活躍を見ていた世代も見
られなかった世代も、ともに注目する中、講演
テーマ「出会いの人生」の講演が始まりました。
　最初の野球との出会いは両親、そして父親との
キャッチボールです。小学生の時に野球チームに
入り、中学に入ると目標は甲子園になりました。
そして、甲子園に行くために強豪校の早稲田実業
高校を受けたものの落ちてしまいました。でも、
小中学校の先輩から声をかけていただき城西高校
に入り、３年生の時に甲子園に行くことができ
ました。これも出会いです。
　甲子園に出て夢を実現しゼロになったとき、プ
ロ野球のスカウトが来て、広島から３位で指名
されました。しかし、入団はしたものの、１年
で首になると思いました。一緒に入った高卒の選
手との年俸の差があまりに大きかったのです。そ
の時に出会ったのが、コーチの古葉竹識さんです。
「足だけで飯が食えるぞ、何か一つ専門職があれ
ばいいんだ」と言われて、自分はどう成長すれば
いいのか、どう頑張ればいいのか、古葉さんがプ
ロとしての方向性を示してくれました。
　足を使う選手だから長打はいらないことに気づ
いたものの、スピードも技術もプロのレベルについ
ていけない状態でした。当時は、給料が安く遊ぶ
お金はなかったものの練習する時間だけはありま

した。やる気もあったので、時間割を決めて毎日
練習しました。下手だから上手くなるし、伸びし
ろが見えるので練習も楽しい、楽しいから身体が
動き、気づいたらもっと上手くなっていました。
　その後、ショートや外野を経験しましたが、他
のコーチ全員が反対する中で古葉さんの長期ビ
ジョンのもとショートに移り、スイッチヒッター
になれと言われました。ずっと右で打っていた自
分はどうしたらいいのか考えました。そうだ、小
学校４年から20歳まで10年分を１年で振ればい
いんだと覚悟を決めました。
　実は、膝を壊して、医者に野球は無理と言われ
た時期もありました。ダメもとでテーピングをし
て相手にわからないように自分を追い込んでいる、
そんな自分を古葉さんが使ってくれました。
　出会いから自分の方向性に気づき、目標を持っ
て自分をどう成長させるか、出会いを活かすのは
自分次第、その中で一番大切なことは人の話を聞
く素直さであるとのことを強調されていました。
　楽しく熱い講演の後は、千代田支部の岡崎和光
氏（大の広島ファン）とのトークショーです。
　カープのユニフォームを着た岡崎氏は社会保険
労務士ならでは進行により、現役時代の裏話、指
導者の立場になって気づいたこと等会場から笑い
声やどよめきが起こる楽しいトークショーでした。
また、現在と今後のカープについても話が広がり
ました。特に印象に残ったのは、「指導者として
の熱血指導は自分がしたいだけ、育つのは選手、
育てたのは俺と言ってる人は上手い人しか相手に
していない」という言葉でした。
　最後に、ご自身が出演されている映画「アゲイ
ン～28年目の甲子園」の話、経営している飲食店
の労務管理、現在の野球界まで話は尽きず、最後
に映画チケットの抽選会を行い、新年にふさわし
い充実した研修会となりました。
� （広報委員：横山　玲子）
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　研修内容は、第１部「社員の多様化と伝統的
人事管理の限界」と第２部「これからの人事管理」
と分けてお話しいただきました。
　はじめに、企業のあるべき人事管理は、企業の
人事管理の都合では決まるのではなく、企業が社
員に求める働き方と、社員が求める働き方の２
つの要因によって決まるとのことです。
　企業が社員に求める働き方、社員が求める働き
方はともに変化をしてきています。変化の背景と
しては、時間、場所、仕事の内容が育児や介護、
病気治療のために制約される「制約社員」が増え
ていることや政府の政策等（男女雇用機会均等法、
労働契約法、パート法、高年齢雇用安定法等）に
よる社会的圧力、ワークライフバランス、ダイバ
イシティー、両立支援策等の柔軟化の施策などに
よります。このような働き方の多様化に伴い均衡
処遇の問題もでてきています。労働意欲と人材の
活用のバランスを図るために人事管理は総合的な
対応と社員の多様化を前提として、たとえ人材活
用のコストがかかっても、基幹社員の人材調達・
活用範囲の拡大のために総合的な人事管理を構築
することが必要となってきています。
　社員はライフプランを踏まえて「働き方、キャ

リア」を自己決定し、企業と相談として仕事内容
を明確にし、交渉（相談）をしていくことも大切
です。処遇決定の基本は、仕事が原則ですが、企
業も無制約社員と制約社員の異なる人材活用への
対応が必要となります。
　社内で育てて活用する長期雇用型社員の育成時
期には能力を重視し、今の能力を活用する短期雇
用型社員は仕事を重視した処遇決定が合理的です。
　「多様な正社員」の人事管理は、「社員の多様化」
へ対応するための人事管理の一環であり、そのポ
イントは制約と仕事配分・キャリアトラックの選
択の無差別化です。
　また、企業が迫られている労働契約法第18条の
「無期転換ルール」に照らせば、希望者全員の処
遇条件の変更なしでの無期転換もできますが、賃
金以外の処遇（賞与、退職金等）についての他の
正社員との均衡問題を考慮しなければなりません。
働き方の多様化を受け入れることにより優秀な人
材確保や定着性の向上が図れ、ワークライフバラ
ンス支援もでき、企業にとっても社員にとっても
良い人事管理を行うことができるでしょう。

� （広報委員：安田　恵子）

「労働保険新規加入事業所説明会
の講師を務めて」 

� 高橋 桂也（麹町・開業）
　平成27年２月23日（月）に東京
労働局九段第３合同庁舎会議室において、「労働
保険新規加入事業場説明会」の講師を務めさせて
いただきました。
　新たに労働保険の適用を受ける事業場を対象と
した説明会で、約70社の方々にお集まりいただき
ました。最初に中央労働基準監督署の方から「労
働基準法」、「労災保険給付」に関する説明があり、
その後、私から「雇用保険と社会保険（健康保険
と厚生年金保険）」について、全般的な説明をさ
せていただきました。
　限られた時間で、新たに事業を始めたばかりの

方々に、雇用保険と社会保険の制度をまとめて理
解していただくにはどうしたらいいか、大変苦慮
しました。
　説明する時間は45分間と限られており、この時
間で1から10まですべて詳細に説明をするには
限界があるため、各制度の概要、加入すべき会社
と被保険者の要件、保険料の計算の仕方、どんな
保険給付がもらえるのか、その他、特に今後を踏
まえて重要な部分や経営者として最低限知ってお
くことで役立つ助成金の内容についても少し説明
させていただきました。
　拙い解説でしたが皆様に真剣に聞いていただき
ました。このような貴重な機会を得ることができ
大変感謝しております。この度の説明会が、ご参
加いただきました企業様の経営向上の一助となれ
ば幸いです。

千代田統括支部必須研修会
　平成27年２月17日（火）、損保会館において、必須研修会を「昼の部」と「夜の部」に分けて開催
しました。研修テーマとしては、「多様な正社員の雇用管理」を取り上げました。

『多様化する非正規雇用社員及び
「多様な正社員」の雇用管理』

講 師
立正大学経営学部
准教授

西岡　由美 氏

講 師 体 験 記
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荒　久美子（麹町・開業）

　私が実務修習セミナーをとても魅力に感じた理
由は、講師の方のリアルな体験談をお聞きできる
ことにあります。1回3時間の講義を長いと感じ
させないのは、先生方が体験されている「現場で
の経験」が多く盛り込まれているからです。
　社会保険労務士として働き始めてから、ミスを
しないように、お客様により良いサービスを提供
できるようにと、常に心を配り仕事をしています。
しかし、机上で得た知識ですべての事案に対応す
るには限界があり、実務に優るものはないと日々
感じています。この実務修習セミナーは限りなく
実務に近づけた内容で、実際に考え、手を動かす
ため記憶にも残りやすく、学んだ事例と同様のこ
とが実際の現場で起こった場合、すぐに対応でき
るようになっているので、大変役に立っています。
　このセミナーに参加させていただくことで、リ
アルな実務を疑似体験することができ、また、講
師の方や他の参加者の方々ともお知り合いになる
ことができ、社会保険労務士としての「幅」が広
がった気がします。
　大変お忙しいなか、貴重なお時間を割いて講義
をしてくださる講師の方、このような有意義なセ
ミナーを開催してくださる千代田統括支部の先生
方に、心より感謝申し上げます。実務修習セミ
ナーで学んだことを「虎の巻」として、自信を持っ
て日々の実務に励んでいきます。

藤田　久子（神田・勤務等）
　「実務修習セミナーの資料がアップされまし
た！」と統括支部からいただくメールに毎回、心
が引き締まる思いをしてきました。
　昨年の事業所異動に伴い、千代田統括支部に入
会して約1年が経ちます。この間の実務修習セミ
ナーの受講は、私にとって非常に有意義でした。
　第一に、社会保険労務士として第一線でご活躍
の先生方の講義を受けることができる貴重な機会
でした。沢山の経験と知識をお持ちの先生方の具
体的かつポイントを押さえた講義は、非常に分か
りやすく、毎回、多くの発見がありました。
　第二に、講義の進め方を勉強できました。私は、
公共職業訓練校で授業を受け持っており、分かり
やすい伝え方・教え方・時間配分の仕方など、常
に試行錯誤してきました。先生方の講義から沢山

の学びを得ることができました。
　そして、第三に、セミナー終了後の「（講師への）
お疲れ様会」です。美味しい飲み物・食事はもち
ろんのこと、諸先生方からの貴重な情報や意見が
伺える又とない機会となりました。つくづく、最
初から参加していれば・・と後悔しきりです。
　講師の方はもちろんのこと、このような貴重か
つ有意義なセミナーを企画・運営いただいた千代
田統括支部の諸先生方にこの場をお借りして心か
ら感謝申し上げます。

後藤　武（神田・開業）
　昨年開業登録をし、早いもので１年が過ぎま
した。
　社会保険労務士試験の受験生時代は理論的な事
項は多く学びますが、実務的なことに関しては学
ぶ機会が少ないです。勇んで開業登録したものの、
当初は書類の書き方も試行錯誤しながらでした。
　実務修習セミナーを受講させていただき、毎回、
講義では例題に基づき実際に書くことによって書
類の作成方法を学んだり、講師の方の実務上の体
験談を聞かせていただいたりと、私のような新規開
業の者にはとても有意義な時間となりました。
　また講義終了後の懇親会においても、講師の方、
講義に参加されている諸先輩方と交流を図る機会
をいただき、そこで広がった人脈は私にとって大
変貴重なものとなっております。
　登録前はこのような研修を開催していただける
と思ってもいなかったので、開業登録はしたもの
の大きな不安を抱えていたことを覚えております。
２年目の今年は、学んだことを基礎として、自信
を持って実務を進めていきたいと思っております。
　最後になりましたが、実務修習セミナーを運営
してくださいました千代田統括支部の諸先生方、
セミナー講師の方にお礼を申し上げます。

実務修習セミナー体験記
　開業部会では、平成26年４月からの１年間、各月１回（全12回）の実務修習セミナーを開催しま
した。参加された受講生の方々お疲れ様でした。受講生を代表して３名の方の感想をご紹介します。
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☆登録は平成26年の5月ですが、以前より社会保
険労務士事務所に勤務し、1・2号業務から就業
規則作成、給与計算まで幅広く経験しておりま
す。勤務会員としてできることは何か考え、
日々の業務に生かしていきたいと思います。今
最も気になるのはマイナンバー制度です。
� 【Ｍ・Ｍ・勤務等】
★私はソフトウェア開発会社も経営しているため、
二足わらじでの活動となります。ソフトウェア
開発の労働環境、社会保険環境を少しでも改善
できたらと考えております。同時に中小企業向
けに大企業に負けないような労務管理が実現で
きるようなサービスを構築していきたいと考え
ています。� 【橘　砂登士・開業】
★通算19年、金融業界で人事全般に携わってきま
した。将来の開業に備えて引き続き勉強してい
きたいと思っております。金融業界の報酬・評
価制度、人材育成、合併対応、労務等について、
何かお役にたてればと思っています。
� 【石田 雅彦・開業】
★昨年10月1日に勤務社会保険労務士として登録
しました。50歳位まで銀行で主に中小企業の融
資担当をし、その後今の財団法人に転職し8年
近くなります。経理、総務と経験し非営利法人
の分野全般でアドバイスができると思います。
若い方に負けないよう頑張りたいと思います。
� 【中島 真一・勤務等】
★行動力があるので、基本を大事にしたうえで積
極的に色々な分野にチャレンジして行き、今後
は全国に対応できる社会保険労務士を目指して
います。また、大相撲が好きなので、支部に相
撲同好会があれば是非入りたいです。
� 【石橋 正紹・開業】

★勤務等ですと会員の皆様と接する機会が限られ
ますが、行事・委員会等の活動に参加極力して、
支部活動の活性化に少しでもお役にたてればと
思います。また、会員の方々とのネットワーク
構築が自分にとって何よりの財産になると信じ
ております。� 【阿部 正夫・勤務等】
★得意分野は給与計算です。今後は研修等に積極
的に参加し、より実践的な知識を身に付け、社
会保険労務士として恥ずかしくないよう自己研
鑚に励んでいきたいと思います。
� 【玄地 幸寛・勤務等】
★人事・総務部門を中心に勤務し、人事上のトラ
ブルも数多く経験してきましたが、社会保険労
務士として、新たにお客様のお役に立てるよう、
知識と経験を積みながらチャレンジして行こう
と思います。� 【O・Y・法人社員】
☆電気メーカーで営業、研修講師などをしており
ました。元気と声の通りだけは自身があります。
派遣業、介護事業所などの新規指定申請、助成
金申請を手がけております。女性がモチベー
ションをもって仕事ができる研修・制度設計や
障害年金申請、メンタルヘルス分野全般の専門
家になりたいと思っております。
� 【小嶋　かつら・開業】
★規模50人以下の飲食・理美容・情報通信・建
設・不動産・貸金業等業種を得意先としており
ます。自分の経営安定をさせるべく、効率的な
事業計画の立案を目指していきたいと思います。
� 【Ｍ・Ｋ・開業】
★年金事務所業務対応の中で、来訪者や職員の
方々のお役にたてるように、手続き関係やマシ
ン操作等の知識や技能をさらに高めていきたい
と思います。� 【坂田 憲宏・開業】

新規入会者オリエンテーションを開催！
　平成27年2月24日（火）、お茶の水ホテルジュラクにて新規入会者オリエンテーション（平成26年1月
～12月新規入会者又は所属者対象）を開催しました。来賓挨拶から始まり、組織の活動内容等の説明、自己
紹介、新入会員と主催側先輩会員の熱意溢れる質疑応答がありました。新入会員の方々からいただいた
自己PRや今後の抱負等の一部をご紹介します。新入会員の皆さん、今後ともよろしくお願いいたします。

オリエンテーション風景

懇親会風景
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おらが
国 自 慢

会員の皆様にお国自慢をしていただきました。

各人それぞれの自慢を読んでいると

思わず旅行に行きたくなります。

　私は幼少期から高校卒業まで広島市で育ちまし
た。広島といえば「宮島」「原爆ドーム」「もみじ
饅頭」等ありますが、「広島東洋カープ」を忘れ
てはなりません。
　市民球団として愛され、「ミスター赤ヘル」山
本浩二氏や「鉄人」衣笠祥雄氏、今年の社会保険
労務士会千代田支部賀詞交歓会の講師として登壇
下さいました髙橋慶彦氏が活躍された「赤ヘル黄
金時代」にリーグ優勝を果たしました。
　最近は球場も新しくなり、「カープ女子」とい

う愛称の女性ファンも増え活気に満ちてきました
が、1991年以来リーグ優勝から遠ざかっている状
況です。
　しかしながら、今年はエースとして活躍した黒
田博樹投手が大リーグからの復帰が決まり、前田
健太投手との二枚看板で近年にない投手力となり
ます。さらに新井貴浩選手も阪神から復帰したこ
とで、野手のレギュラー争いに拍車がかかりチー
ム全体の相乗効果
が期待され、今年
は「優勝」も夢で
はないとカープ
ファンは期待に胸
を躍らせています。

今年は「カープ」がアツい！

� 浅井　英憲（神田・開業）

広島県

　滋賀県といえば、琵琶湖のイメージしかないの
でしょうか。ほとんど琵琶湖なのにどこに住んで
いるの、と尋ねられます（実は琵琶湖の面積は滋
賀県の6分の1程度）。京都からあまりに近く県
庁所在地の大津駅には特急すら止まりません。そ
れでもわれらが滋賀県人は気にしません。欲がな
いのでしょうか。
　目立たないおかげで文化財は、京都、奈良に次
いで多く残っています。世界遺産の比叡山延暦寺、
国宝の彦根城、紫式部が源氏物語を執筆した石山

寺、ラムサール条約登録湿地の琵琶湖など。それ
でも、観光で儲けようという気がありません。お
かげで県全体が観光の穴場です。
　一方で、ひこにゃん、ラッピング電車、オペラ
ハウス（びわ湖ホール）など新しいものには目が
ないようです。最近では知名度も上がってきたよ
うです。
　滋賀県人がいうのも何ですが、つくづく変な県
です。一見目立た
ず、出しゃばらず、
しかしキラリと光
るお国。それが私
のふるさとです。

何気に目立たない県。
� 岩﨑　仁弥（麹町・勤務等）滋賀県

　私の生まれは、岡山県倉敷市です。ここ数年はⅠ
ターンの人気もあるそうで、天災が少なく、穏やか
な気候と美味しい食材に恵まれた「晴れの国」です。
　白桃、ぶどう、瀬戸内の魚、豊かな食の土地な
のですが、今回は敢えて「岡山のラーメン」をご
紹介させていただきます。
　岡山のラーメンは鶏がらや豚骨ベースの醤油
ラーメンが多く、甘みの強いものが多いです。ま
た、岡山市内では「デミカツ丼」というデミグラ
スソースのカツ丼を出す店があり、ラーメンとデ

ミカツ丼というランチもあります。
　写真は「やまと」というお店の中華そばです。外観
は洋食屋ですが、ラーメンが有名なお店です。地
方都市のラーメンとは思えない、洗練された味をご
くごく普通のおばちゃんが作っています。
　思わぬ食との出会いも、地方での一つの楽しみ
なのかもしれません。土地の美味しいものを現地
の人に聞いてみた
り・・・そんな楽
しみを持ちながら
各地を訪問できれ
ば、より有意義な
時間になるのでは
ないでしょうか。

岡山ラーメンの魅力

� 金光　由美子（麹町・開業）

岡山県
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　平成27年２月28日（土）サッポロビール工場見学
会に参加しました。
　場所は、JR津田沼駅からバスで約15分の工業
地域の一画にあります。昔は恵比寿にあったので
すが、1988年にこの地に移転され、敷地面積17万
2000平方メートル（東京ドーム13個分）の広大
な千葉工場で出荷されるビールは年間350ml缶で
９億本分というすごさです。
　まず、生と生でないビールは何が違うのかの説
明から始まり、原料、仕込からパッケージングに
至るまでの工程の説明があり、熱処理をしていな
い「生」を缶ビールにする技術はまさにサッポロ
黒ラベルのおいしい理由そのものでした。最後は
できたての生ビールをいただきました。「パーフェ
クトビール」というここでしか味わえない品種で
とても美味しかったです。さらに缶ビールのおい

しい注ぎ方も伝授してもらい、お土産にグラスま
でいただきました。
　その後隣のビール園でジンギスカンを皆で食べ
て終了しました。今まで以上にビールが好きにな
り、楽しい一日でした。
� （広報委員：末松　弘美）

　平成27年２月19日（木）、東京都社会保険労務士会主催の統括支部・支部対抗ボウリング大会が行われ
ました。当支部からは、２チーム８名が参加しました。残念ながら優勝は逃したものの、３位入賞ま
で12ピン差の第４位と健闘しました。優勝は前年に引き続き港支部で11連勝とのことでした。
　メンバー８名は、それぞれ３ゲームを投げ、尻上がりに高スコアを出す人、疲れがみえる人様々で
したが、日頃の実力が出ていれば間違いなく優勝を狙えたと
ころです。是非、来年に期待したいものです。
� （広報委員：石澤　清貴）

東京会主催統括支部・支部対抗ボウリング大会

ビール工場見学

【チーム構成/敬称略】

Ａチーム Ｂチーム
青木　哲郎 半沢　公一 青山　弥生 十佐近 三生
浅井　英憲 和田　　稔 岡崎　和光 深田　康弘

　昨年12月７日、飯田橋公共職業安定所及び中
央労働基準監督署の名札掲示板の更新が行われま
した。前回の変更から大きな1枚のシートに全
員が記載されるという方式に変わっています。そ
のため、入念にデータの確認を行うことになりま
した。開業・法人社員会員であるかの照合、事務
所所在地の照合を会員名簿で行うことに始まり、
施工業者の原稿に誤字がないかと慎重を期して行
いました。確認作業で多くの方々に照会の連絡を
させていただき、お手数をおかけしました。
　掲示板には管内の中央・文京支部の社会保険労
務士の皆さんも掲示されていますが、当支部から
は144名の開業・法人社員社会保険労務士の名札

が掲示され全体の
約50％強を占めて
います。改めて当
支部の規模の大き
さを感じた次第で
す。
　きれいになった掲示板は社会保険労務士全体の
知名度アップにも資すると思いますし、そこに掲
載されている皆様にとっても個々の知名度や信頼
感アップに資すると思います。是非、新しい掲示
板をご覧いただければと思います。せっかくです
から、ご自分の名前の前で記念撮影などいかがで
しょうか。� （開業部会：深田　康弘）

労働基準監督署・ハローワーク名札掲示板の更新
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新 紹入 介会 し員 まを す
入会年月日 氏　名 種　別
H26.11. 1 小 嶋� かつら 開　業
H26.11. 1 小 山　 国 和 開　業
H26.11. 1 岸 江　 美 佳 勤務等
H26.11. 1 佐 野　　 恩 勤務等
H26.11. 1 渡 邉　 智 子 勤務等
H26.11.17 中 村　 嘉 弘 開　業
H26.11.17 加 藤　 祐 司 勤務等
H26.11.30 金 光� 由美子 開　業
H26.11.30 北 條　 孝 枝 勤務等
H26.12. 1 北 角� 友香子 法人社員
H26.12. 1 小 関　 義 行 法人社員
H26.12. 1 山 田� 順一朗 法人社員
H26.12. 1 金 井　 隆 行 開　業
H26.12. 1 橘� 砂登士 開　業

入会年月日 氏　名 種　別
H26.12. 1 船 岡� 誠 開　業
H26.12. 1 谷古宇� 倫 子 開　業
H26.12. 1 井 口　 陽 子 勤務等
H26.12. 1 大 崎　 能 正 勤務等
H26.12. 1 川 窪　 明 徳 勤務等
H26.12. 1 川 﨑� ひとみ 勤務等
H26.12. 1 髙 田　 怜 佑 勤務等
H26.12. 1 藤 田　 康 平 勤務等
H26.12. 4 小 山� 菜穂子 勤務等
H26.12. 8 田 畑　 壽 邦 勤務等
H26.12. 9 石 田　 雅 彦 勤務等
H26.12.15 吉 田　 敬 子 開　業
H26.12.17 川 﨑　 史 子 勤務等
H26.12.25 植 竹　 典 子 勤務等

入会年月日 氏　名 種　別
H27. 1 . 1 奥 村　 広 美 開　業
H27. 1 . 1 森� 敏 夫 開　業
H27. 1 . 1 五十嵐� 敏 之 勤務等
H27. 1 . 1 石 田　 和 美 勤務等
H27. 1 . 1 岩 田　 一 仁 勤務等
H27. 1 . 1 沖 山　 正 勝 勤務等
H27. 1 . 1 桑 原� 稔 勤務等
H27. 1 . 1 佐 藤　 尚 子 勤務等
H27. 1 . 1 清 水� さおり 勤務等
H27. 1 . 1 德 永　 政 一 勤務等
H27. 1 . 1 西 浦　 楠 夫 勤務等
H27. 1 .14 岩 崎� 望 勤務等
H27. 1 .31 土 屋　 留 美 開　業

平成２６年１１月１日～１月３１日

政治連盟だより
　年頭の私の挨拶で、昨年末の社会保険労務士法
の第8次法改正時に付帯決議がなされたことに
より、これからの制度推進のための方策に変更が
必要ではないか、と述べさせていただきました。
　従来から国会議員、地方公共団体議員へのアプ
ローチだけでなく、厚生労働省、弁護士会等の周
辺法律事務系国家資格団体との協議はなされてき
たところです。しかし、今後はより広い範囲の
方々との折衝が要求されることになると考えます。
　私は、社会保険労務士が有する「多様性」に注
目したいと考えます。我々士業の登録形態は、法
人、開業、勤務等と分類され、勤務等には、民間
企業勤務、公益団体勤務、社会保険労務士事務所
勤務、その他士業勤務等もあり多彩です。これは、

有資格者が基本的に社会保険労務士制度を通じて
社会とかかわりを持とうという意志の表出だと理
解しています。社会保険労務士個々に有するネッ
トワークを結集してこの制度を充実させることこ
そ、制度そのものの健全な発展と労働者の福祉の
向上に資することができるものと考えます。
　先日お届けした政治連盟の機関紙に、アンケー
ト用紙を封入しました。しかし、回収実績が低く、
統括支部の例会や研修会場で重ねて皆様にご協力
をお願いしました。おかげさまで多くの回答を得
ました。現在集計中であり、その結果は後日お知
らせいたします。今後も皆様の忌憚のない意見を
頂き、政治連盟の活動に活かしてまいります。
� （政治連盟支部会長：橋本　敬司）

　春たけなわ、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
　４月号の会報誌発行をもって、これまでの２
年間の広報委員会での編集体制に一つの区切りを
迎えました。私は、この２年間で編集担当を３
回経験しました。執筆者の方の原稿を読みつつ、
それらが紙面として完成していく楽しさを常に感
じながら、作業をしておりました。
　また、編集担当を経験することで、担当者間で
の調整力や締め切りまでに仕上げるためのリー
ダーシップが、身に付いたように思います。貴重
な機会をいただきましてありがとうございます。
　同時に、新体制での千代田統括支部、そして広
報委員会もスタートします。引き続き、どうぞよ
ろしくお願い致します。� （広報委員：上江　誠）

　春です。「春になれば　すがこもとけて　どじょっ
こだの　ふなっこだの…」の童謡にもあるように皆
がワクワクする季節です。
　私はといえば勤務先では所属は変わらないので
すが、人事異動や入社、退職に伴う社会保険の手
続きに追われることになります。新しい人が新しい
風を感じさせてくれたり、真新しいファイルが並ぶ
と気分がリフレッシュして気持ちがいいものです。
　昨年より広報委員を務めさせていただいており
ますが、初めての編集では慣れないことばかりで
したが私なりに一生懸命やりました。これからも
フレッシュな風となれるよう、より一層がんばり
たいと思います。
� （広報委員：末松　弘美）

あとがき


